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人 口
真

ッ
青
　
隣
の
芝
は
絵
の
如
る

今
　
息
絶
え
絶
え
の
ゴ
ー
ル
イ
ン

紅
葉
し
て
　
親
に
も
隠
す
バ
ス
タ
オ
ル

真
ッ
青
　
買
わ
ん
ド
リ
ン
ク
飲
う
ど
ら
す

反
抗
期
　
親
も
苦
し
む
処
方
箋

真
ッ
青
　
焼
い
て
お
く
べ
き
メ
モ
だ
っ
た

今
　
勝
訴
の
声
も
聞
か
ん
ま
ま

真
ッ
青
　
税
務
署
奴
が
四
人
来
た

紅
葉
し
て
　
此
処
に
ア
ト
リ
エ
移
し
度
ア

句

打
っ
て
見
せ
獅
子
舞
太
鼓
子
に
打
た
せ

栗
の
実
や
針
千
本
に
守
ら
れ
て

霜
深
く
牧
牛
の
列
里
帰
り

冬
支
度
気
に
か
か
り
つ
つ
夫
看
取
る

散
る
紅
葉
風
の
行
方
に
逆
は
ず

満
天
星
の
紅
葉
を
偲
ぶ
庭
が
あ
り

大
根
を
千
す
棚
低
く
作
り
け
り

転
げ
ゆ
く
落
葉
追
ひ
か
け
句
座
の
道

木
の
実
降
る
召
さ
れ
た
る
人
想
ふ
ま
じ

掃
け
ば
散
り
落
葉
に
い
ど
む
朝
な
夕

遠
足
の
み
や
げ
は
野
菊

一
握
り

木
犀
の
匂
い
を
め
で
つ
番
茶
歎
む

生
　
亡

出
　
死

一〓
-10月 31日 現在―

9,016人 晏
広 報

町
民
文
書

|ット365人
651´ヘ

2,599

9

9

肥

後

狂

句

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

（一」）　（」〓「）　（■コ
ン

十

ヽ

か
ら
（同
居
人
、
西
島
要
吉
さ
ん
。
８９
歳

死
去
）

∧

一
般
寄
付
∨

▽
高
森
電
報
電
話
局
と
全
電
通
高
森
分

会
か
ら
、
電
信
電
話
記
念
日
式
典
の

記
念
品
代
を

▽
高
森

・
昭
和
の
南
郷
谷
整
形
外
科
医

院
か
ら
、
開
院
祝
の
返
礼
に
か
え
て

▽
高
森
地
区
労
か
ら
、
劇
団
は
ぐ
る
ま

座
公
演
の
収
益
金
を

Ｃ
老
人
ク
ラ
ブ

Ｖ
永
野
原

・
小
檎
木
の
甲
斐
穂
ｒ
さ
ん

か
い

「
明
寿
会
」

へ

Ｖ
高
森

・
昭
和
の
山
田
サ
エ
ｒ
■
ん
か

ら

「
昭
和
会
」

ヘ

Ｖ
高
森

・
横
町
の
中
山
昭
男
、
■
か
ら

〓一伯
二朱
ノヽ
ム
」
　
へ

Ｖ
■
部

・
山
の
日
の
松
岡
百
合
ｒ
さ
ん

か
い

「
卓
部
イー‐
―
力
会
」

へ

▽
高
森

・
昭
和
の
■
村
照
さ
ス
、
瀬
肝

浪
夫
さ
ん
、
に
Ｌ
Ｈ昭
泰
さ
ん
、
住

‐
―
‐，

丈
人
さ
ん
か
Ｌ

「
昭
和
会

一　
ヽ

▽
高
森

・
昭
和
の
村
Ｌ
十
■
ｒ

―ヽ
ん
か

』

「
昭
和
会
」

ヘ

Ｖ
尾
ド

・
百
刈
の
戸
高
秋
明
ヽ
ス
か
ら

「
は
ま
と
こ
会
」

ヘ

０
そ
の
他
の
寄
付

▽
老
人
ク
ラ
ブ

「
万
年
占
会
‐
か
』
、

高
森
中
学
校

へ
雑
巾
を
多
数

l‖ 石 林 林 篠
田
　
凡
才
ズＴ
亡
心

田
　
一
声

田
　
詩
朗

岡
木
　
琴
司

松
野
　
笑
声

野
尻
さ
だ
む

熊
谷
起
代
女

野
尻
　
誓
道

草
村
あ
つ
代

草
村
　
鶴
代

馬
原
そ
の
女

甲
斐
　
康
利

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

森
　
　
正
六

白
石
　
政
憲

阿
部
タ
ツ
エ

馬
原
浦
塚

●一
）
″
国
鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
″

ハ
シ
ゴ
車
で
救
出
、
高
森
中
の
避
難
訓
練

生
徒
た
ち
の
防
火
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
十
二
月
三
日
、
高
森
中
学
校

（青
木
不
二

夫
校
長
、
二
百
二
十
七
人
）
で
火
災
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
三
時
十
分
、

一
階
湯
沸
か
し
室
か
ら
出
火
し
た
と
の
想
定
で
校
内
放
送
が
あ
る
と
生
徒
た
ち
は
運
動

場
に
避
難
、
通
報
を
受
け
た
消
防
署
の
ハ
シ
ゴ
車
、
タ
ン
ク
車
、
救
急
車
と
第
五
分
団

の
ポ
ン
プ
積
載
車
が
到
着
し
、
屋
上
に
取
り
残
さ
れ
た
生
徒
を

ハ
シ
ゴ
車
で
救
出
す
る

と
と
も
に
、
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
生
徒
た
ち
に
正
し
い
消
火
器
の
取
り
扱

い
方
法
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

世帯数…

転入 25

転出 25

②崎 ②  ②原
0     0     0
3医 3医 6医
7    0    4

発行 阿蘇郡 高森町役場  TEL(高 森局09676)② llll〔代表〕

お も な 内 容

レ

/レ

ク

誰

′%ヽ
りみのい

/_ι

/レ
タ

11

1吠

公
子

南 馬
夫 笑

婚
の
荷
の
連
ら
な
り
て
行
く
秋
日
中

収
納
終
え
し
田
ん
ぼ
に
小
鳥
群
れ
て
降
り

二
度
三
度
鶉
飛
び
立
つ
入
日
時

風
音
も
力
加
わ
り
冬
近
し

追
い
出
さ
れ
行
く
手
決
ら
ず
秋
の
蝿

置
き
去
り
の
自
転
車
倒
れ
秋
の
風

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
∨

▽
高
森

・
昭
和
の
村
上
サ
チ
子
さ
ん
か

ら

（夫
、
九
州
男
さ
ん
・
６７
歳
死
去
）

▽
草
部

・
山
の
日
の
松
岡
百
合
子
さ
ん

S60.10.1～ 10.31 受付
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Ｓ女

″
″
男

″
女
男

″
女

絵
子
政
太
　
郎
士
央

碧

一

住
麻
和
亮
　
祐
貴
未

生】

(保護者)

本田
佐伯
川 11

後藤
小林
栗屋
荒牧
矢野
高島

武昭
実
裕
満生
正一

稔
春代
貴政
洋次

山田サヱ子

後藤ツワ子
中山 昭男
村上サチ子

戸高 チエ

|111i:′
、ノ
「
 ′、

演原ケサジ=` ″

ri  ィ)ドi lサ
婚】

(出生児)(性別)綽
月告)

枝里加
原
町
原
町
在
山
在
通

官
下
河
下
上
村
上
旭

続
Ｗ
夫
″
母
夫
″剛
者

山の「1 松岡百合子

喜
子

１
・
ｔ
ｒ

一
春

人

♪

――――‥
ゆ

屯
円

秀
千

名

　

＞

　

＞

Ｌ
相

本
川

村

，

氏

　

Ⅲ
（　
中
　
林

ぐ

田
＜

松
‘
占
く

た
妻

人
■

人
妻

【出

(住所)

赤羽根

昭 和
森
横 町
昭 和
百 刈

●   ●鋼Q門
牛 Ш  ttШ月 (死亡者)(蘇

)(年月盲)
【死  亡】
(住所)(遺 族)

16
60

お渡 公立 8南 ♂寺 8東 電馬

|●辺 (8)野
郷
②谷
3整
3形
5タト

後
藤
や
よ
い

森
　
　
政
隆

後
藤
　
チ
エ

後
藤
　
法
龍

本
田
　
訓
子

後
藤
　
春
嵐

３

４

７

８

‐ ５

２‐

２０

２２

２ ３

山田 起益 6760.10

(住 所) (女tY姻年月日)

８７

７８

６ ７

７ ８

８９

８３

６４

８７

末

ミ
男
男

吉

義
勝

マ

秀

卜
州
組

要

朝

　
タ

九
　
　
　
今

藤
山
上
高

島

庄
原

後
中
村
戸

西

古
濱
森

場
刈
岩

結

馬

百
黒

Ｉ

１２

月

１５

日

１２

月

２２

日

１２

月

２９

日

１

月

１

日

１

月

２

日

１

月

３

日

草 部 灰 原
阿蘇郡蘇陽町
高 森 I:在
li益城郡矢部町
飽託郡飽田町
芹 lコ 芹 日

S60.10. 9

0

医 1病
1

診療 は午前 9
時か ら午後 5
時 まで

１
月
５
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

８
　
０
０
０
１
９

火
事

。
救
急
車
は
雷
１
１
９

ヘ

。②

・(3)

・(4)

・(5)

・(6)

・(7)

・(9)

□ 新しいごみ処理場が完成………………
□ 年末。年始の交通事故防止運動………
EI「 |で描いた詩や水彩画…………………

□ 高森幼稚園で幼年消防隊結成…………
□ 多彩な作品一堂に (第 17回町文化祭)
□ i商店を活性化させよう (商工業祭)¨

□ みんなの広場、高森と甲斐一族……・
院 1院 1科 8院 9院 6院
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ヽ

　

“
／
ヽ

れ
こ
轟

高
森
町
，‐ｌｉ
話
帳
の
氏
名
側
に
＝
を
逝

し
て
見
る
と
、
甲
斐
姓
が
約
百
五
十
戸

名
を
連
ね
て
い
る
。
甲
せ
国
、
す
な
わ

ち
山
梨
県
に
そ
の
源
流
が
見
ら
れ
る
甲

斐
姓
は
、
分
布
範
囲
も
全
国
に
及
ん
で

い
る
よ
う
だ
が
、
高
森
町
の
甲
斐
姓
も

そ
の
例
外
で
な
い
よ
う
だ
。
お
″
い
に

同
族
で
あ
り
、
同
根
の
出
と
見
て
よ
い

公
害
防
止
に
最
新
技
術
導
入

清
掃
組
合
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

室
で
細
か
い
粉
じ
ん
を
取
り
、
き
れ
い

な
ガ
ス
に
し
て
煙
突
か
ら
排
出
さ
れ
ま

す
。不
燃
物
は
、　
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
破
砕
機

に
送
ら
れ
、
細
か
く
砕
い
て
灰
と
い
っ

し
ょ
に
埋
立
処
分
さ
れ
ま
す
が
、
ス
チ

ー
ル
缶
な
ど
の
鉄
分
は
コ
ン
ベ
ヤ
ー
上

で
磁
石
選
別
さ
れ
、
資
源
の
再
利
用
と

減
量
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

公
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
燃
焼
排
ガ

ス
か
ら
粉
じ
ん
を
取
り
除
く
電
気
集
じ

ん
機
を
は
じ
め
、
場
内
汚
水
の
再
利
用

装
置
、
臭
気
を
取
り
除
く
装
置
な
ど
最

新
の
技
術
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

総
工
費
五
億
二
千
百
八
十
万
七
千
円
、

う
ち
二
億
五
千
五
百
四
十
万
円
は
年
金

積
立
金
遺
元
融
資
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
森
町
外
三
カ
村
清
掃
組
合

（組
合
長

・
瀬
井

町

長
、
高
森
町
、
自
水
村
、
久
木
野
村
、
長
陽
村
）
の
新

し
い
ご
み
処
理
場

「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
、

落
成
式
が
十
月
二
十
日
午
前
十
時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
式
に
は
関
係
者
約
百
人
が
出
席
、
神

事
の
後
、

「始
動
式
」
が
行
わ
れ
瀬
井
町
長
が
ご
み
ピ

ッ
ト
の
開
閉
ボ
タ
ン
を
押
し
、
施
設
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

″シ
Ｑ攣
）

上
色
見
。
大
村
　
太
，

田
　

耕̈
　
一元

こ
れ
ま
で
の
焼
却
場
は
四
十
五
年
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
老
朽
化
が
進
ん

だ
う
え
に
、　
．
日
の
処
ＪＩＩ‐
能
力
十
ト
ン
を

オ
ー
バ
ー
す
る
ご
入
が
迎
び
込
ま
れ
て

い
た
た
め
、
新
し
ヽ
施
設
の
建
設
が
″「ん

が
れ
て
い
ま
し
た
。

完
成
し
た

「
ク
リ
Ｉ
Ｉ
ｔ
ン
タ
ー
」

は
色
見

・
ド
束
西
１
の
１
千
百
六
十
八

平
方

一
の
敷
地
に
、
地
Ｌ
三
階
、
地
下

．
階
延
べ
　
千
Ｆ
平
方

、
の
処

理

Ｉ

場
、
Ｌ
Ｆ
九
平
方

「
の
管
理

仲

を

建

設
、　
．
＝
に
‐
卜
‐

ント
の
ご
み
を
焼
却

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

搬
人
さ
れ
た
可
燃
物
は
ご
入
ビ

ン
ト

と
ｔ
う
集
積
槽
に
集
め
、
ク
レ
ー

ノ
で

．
定
」」
ず

つ
性
却
炉

に
迎
ば
れ
完
全
燃

燃
焼
さ
れ
ま
す
．
燃
性
排
ガ
ス
は
水
を

噴
霧
し
て
温
度
を
下
げ
、
電
気
集
じ
ん

始
動
ボ
タ
ン
を
押
す
瀬
井
町
長

だ
ろ
う
ｃ

で
は
、
こ
の
高
森
甲
斐
氏
の

．
族
は

い
つ
の
時
代
に
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な

ゆ
か
り
の
も
と
に
高
森

（
旧
山
束
部
）

に
定
着
し
た
の
か
？
て

甲
斐
氏
は
元
在
の
異
変
に
活
躍
し
た

菊
池
武
房
の
ｒ
武
本
に
出
る

と

い

わ

れ
、
そ
の
ｒ
武
村
が
菊
池
の
本
家
争
い

を
鎌
合
の
評
定
所
で
竹
ｋ
敗
訴
と
な
，，

以
来
甲
性
の
国
津
留
――――
に
住
み
、
そ
の

子
重
村
の
時
甲
斐
姓
を
名
乗
り
、
足
利

尊
氏
に
従

っ
て
九
州
に
入
り
、
延
元
二

年

（
ｆ
‥
．
八
年
）
人
友
氏
の
も
と
で

菊
池
世
府
の
戦
で
菊
池
武
重

に
破

れ

た
，
そ
し
て
＝
向
の
Ｌ
持
氏
を
頼

っ
て

落
ち
た
。
そ
の
後
高
千
穂
に
Ｌ
着
し
、

１
＝
肝
氏
の
客
分
と
な
っ
て
い
る
。
二

田
井
氏
は
当
地
区
未
開
の
地
を
甲
斐
氏

に
開
拓
さ
せ
た
の
で
、
そ
の
領
■
は
高

千
穂

＾
円
に
広
が

っ
た
の
中
で
も
甲
斐

親
■
は
高
千
穂
を
代
表
す
る
豪
族
で
あ

っ
た
ｃ

こ
の
甲
斐
親
■
が
阿
蘇
家
と
切
り
離

せ
な
い
存
在
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
の

は
当
時
、
阿
蘇
人
宮

‐‐―
と
し
て
矢
部
浜

の
館
に
し
た
阿
蘇
性
摯
が
、
兄
惟
長
に

追
わ
れ
て
宮
崎
の
性
岡
の
山

中

に
挑
一

れ
、
そ
し
て
こ
の
甲
斐
親
■
に
頼

っ
た

こ
と
に
始
ま
る
。
や
が
て
永
正
卜
四
年

甲
斐
親
官
の
ヵ
に
よ
っ
て
阿
蘇
性
＋
は

再
び
矢
部
を
年
―‐‐―
し
、
大
官
司
職
を
取

り
返
し
た
．
そ
し
て
そ
の
後
、
実
力
三

卜
だ
万
石
と
言
わ
れ
た
阿
蘇
家
の
隆
呂

は
、
読
者
の
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
当
時
の
阿
蘇
家
の
活
躍
は
甲
斐
親

‥―‥―…
、
多
」し
て
そ
の
ｒ
期
直

（宗
理
）
の

コマ

技
術
を
道

入
し
た
ク
リ
|

セ

タ
I

●   ●

●   ●

甲斐親宣が城主として居た岩神城趾

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、

ご
み
回
収
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
守

っ

て
く
だ
さ
い
。

収
集
、
処
理
が
で
き
な
い
も
の

▽
動
物
の
死
体
及
び
ふ
ん
尿

▽
土
石
ま
た
は
が
れ
き
な
ど

（
石

、

上
、
砂
、
屋
根
瓦
な
ど
）

▽
爆
発
物
な
ど
の
危
険
物

（
ス
ブ
レ
ー

缶
は
穴
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
）

▽
悪
臭
を
出
す
も
の
及
び
有

十
日
物

質

（農
薬
、
廃
ビ

ユ
ー
ル
、
唯

フ
ラ
、

占

タ
イ

■
、

タ
キ

ロ
ン
、

ボ

ー
ド
板

な
ど

）

▽
多
―――‐
の
水
を
含
み
、
運
搬
及
び
処
理

に
支
障
が
あ
る
も
の

▽
建
物
な
ど
の
廃
材
で
、
長

‐ヽ‥
Ｔ
（
ト

考
、
幅
ｉ
ｌ
考
を
超
え
る
も
の

可
燃
物
と
不
燃
物
は
必
ず
分
け
て

Ｖ
空
び
ん
、
十
缶
や
金
物
類
＝
不
＝
物

と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す

▽
フ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

（
洗
剤
、
飲
料

水
、
化
粧
品
な
ど
）
は
嗜
晨
物̈
と
し

て
処
理
さ
れ
ま
す

▽
台
所
の
ご
み
は
可
燃
物
で
す
‘
―
分

に
水
明
り
を
し
て
、
新
――――
紙
な
ど
に

く
る
ん
で
出
し
て
く
だ
さ
ヽ

個
人
搬
入
は
係
の
指
示
で

▽
個
人
搬
人
は
、
午
前

八
時
‥
十
分

か

ら
午
後

四
時
ま
で
ｃ
た
だ
ｌ
Ｌ
、
＝

‐‐―――
、
祝
条

＝
は
搬
人
で
き
ま
せ
た
‐

搬
人
の
際
は
係

の
指
示

に
従

っ
て
く

だ
さ
い

プラスチツク容器

は可燃物です

ごみ収集についてお願い

援
助
に
よ
っ
て
存
在
し
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
性
専

は
譜
代
の
重
臣
よ
り
も
甲
斐
父
子
に
対

す
る
行
賞
を
重
く
見
て
、
父
親
宜
を
草

部
岩
神
城
主

（現
在
は
宮
崎
県
河
内
の

行
政
地
区
で
、
日
向
と
熊
本
の
県
境
に

位
置
す
る
）
Ｌ
し
て
遇
し
て
い
る
。

岩
神
城
主
と
し
て
親
宜
は
後
年

（
一

五
二
三
年
）
阿
蘇
惟
豊
の
命
に
よ
っ
て

玉
名
郡
荒
尾
、
小
代
の
筒
嶽
城
に
菊
池

武
包
を
討
つ
た
め
の
岩
神
か
ら
挙
兵
さ

せ
た
り
し
て
い
る
。

時
は
下
っ
て
大
正
十
三
年
九
月
、
薩

摩
島
汁
氏
の
肥
後
侵
略
に
際
し
、
甲
斐

宗
連
の
息
甲
斐
右
京
■
重
当
は
久
部
よ

り
遜
々
野
尻
城
に
選
き
、
Ｌ
」後
人
友
氏

を
頼

っ
た
が
、
大
――１１
卜
四
年

．
月
の
島

汁
の
人
軍
に
よ
る
政
撃
で
野
尻
成
は
落

ち
、
右
京
亮
以
ド
お
も
だ
っ
た
晨
‐ｌｉ
は

ほ
と
ん
ど
戦
化
し
て
い
る
．

話
は
人
分
横
道
に
そ
れ
た
が
、
高
森

甲
斐

．
族
は
と
に
か
く
に
も
た
な
―，
小

な
り
誇
り
あ
る
戦
国
武
将
中
斐
宗
連

一

族
の
命
脈
を
伝
え
続
け
る
家
系
に
は
―ｌｉｌ

違
い
な
い
。

郵

便

貯

金

の
際

本
人
の
証
明
書
が
必
要
に

６１
年
１
月
か
ら

所
得
税
法
が
改
正
さ
れ
、
六
十

一
年

一
月
四
日
以
降
郵
便
貯
金
を
す
る
際
、

預
金
者
本
人
の
証
明
書
を
示
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

回
証
明
書
の
種
類

本
人
の
証
明
書
は
、
健
康
保
険
証
、

共
済
組
合
員
証
、
運
転
免
許
証
、
年
金

手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
証
書
、
母
子
健
康
手
帳
、

住
民
票
の
写
し
、
外
国
人
登
録
証
明
書

な
ど
で
す
。

回
通
帳
扱
い
の
場
合
、
証
明
書
の
提
示

は

一
度
だ
け

十
二
月
二
十

一
日
現
在
手
持
ち
の
通

帳
を
用
い
て
、
六
十

一
年

一
月
四
日
以

降
最
初
に
貯
金
す
る
際
も
、
本
人
の
証

明
書
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。
以
後
そ
の

通
帳
を
用
い
て
貯
金
す
る
と
き
は
証
明

書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
ｃ

回
郵
便
貯
金
は
別
枠
で
三
百
万
円
ま
で

非
課
税

郵
便
貯
金
は
マ
ル
優

（
限
度
額
三
百

万
円
）
及
び
特
別

マ
ル
優

（
限
度
額
三

百
万
円
）
と
は
別
枠
で
三
百
万
円
ま
で

非
課
税
で
す
。
詳
し
く
は
、
郵
使
局
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

曰
ロ
一
一
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お
知
ら
せ

の
べ
日
ジ

６１
年
度
県
立
農
業

大
学
校
学
生
界
集

一】
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
６１
年
度
学

生
を
次
の
と
お
り
な
集
」
ま
す
′

○
募
集
定
員
　
７
農
学
科
１
１
に
人

Ｖ
田
芸
学
科
四
十
圧
人
　
▽
畜
庄
学
科

ｉ
十
人

○
応
募
資
格
　
高
校
卒
業
者
、
ま
た
は

同
等
以
―‐
の
学
力
を
行
す
る
、
満
―
八

歳
以
ト
ー
ー
″
歳
米
―――ｌｌｉ
の
人
で
、
将
来

県
内
で
農
業
に
従
■
し
よ
う
と
す
る
人

○
試
験
期
日
　
▼
学
科
試
験
＝
六
―

．

年
‐
月
―
九
＝
　
一ｖ
‐―ｌｉ
接
試
験
＝
六
ト

○
申
込
期
日
　
六
―
年

．
月
‐
―
＝
か

ら

一
月
ｉ
ｌ

．
＝
ま
で

○
問
い
合
わ
せ
先
　
県
●
農
業
大
学
技

教
務
課

（
ぶ
‐‐，
九
六
Ｉ
Ｌ

四
八
―
‐
　
．

八
八
）年

賀
状
の
投
函
は

２０
日
ご
ろ
ま
で
に

年
賀
郵
便
の
受
け
付
け
は
、
十
二
月

十
五
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
ｃ
せ
っ
か
く

の
年
賀
状
も
、
お
し
つ
ま
っ
て
出
さ
れ

る
ど
、
元
旦
の
配
達
に
間
に
合
わ
な
く

な
り
ま
す
。
な
る
べ
く
二
十
日
ご
ろ
ま

で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
ｃ

内

Ｏ

ｍ

日

日

日

５

１６

２５

今
月
の
町
の
支
払
日
は
右
の
と

お
り
で
、
支
払
時
間
は
午
前
九
時

か
ら
、
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

ま
た
、
投
函
の
際
は

「
町
内
あ
て
」

「自
県
あ
て
」

「
他
府
県
あ
て
」
に
区

分
し
て
、
人
ね
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

通
商
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査

及
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
を
毎

年
十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な
る
製
造
業

を
営
む
事
業
所
に
は
、
年
末
年
始
に
か

け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
の
内

容
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
わ
れ
る

こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

技
能
士
通
信
訓
練

の
受
講
生
を
募
集

荒
尾
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

荒
尾
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生

産
現
場
で
働
く
技
能
者
が
、
だ
れ
で
も

一
級
＝
八
千
円
　
二
級
＝

回
い
Ｊ
ま

ｍ
ｍ
　

今
ば
市
し

３
６
　
　
横
別
い

□
特
典
　
修
了
者
に
は
技
能
検
定
職
種

の
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先
　
一０
八
六
四
　
荒
尾

市
荒
尾
東
大
谷
四
四
〇
九
　
荒
尾
技
能

開
発
セ
ン
タ
ー
　

（富
〇
九
六
八
六
―

二
―
〇

一
八
八
）

●

増
加
す
る
飲
酒

暴
走

年
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
は
、　
´
年
の

締
め
く
く
り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
．
ド
ラ

イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
そ
の
あ
わ
た
だ

し
さ
が
、
安
全
運
転
に
な
く
て
は
な
ら

な
い

″
ゆ
と
り
″
を
年
い
、
つ
い
ス
ご

―
ド
を
出
し
過
ぎ
て
し
ま
う

よ

う

で

す
。
ま
た
、
年
末
は
忘
年
会
な
ど
で
酒

を
飲
む
機
会
も
多
く
な
り
、
こ
れ
に
伴

っ
て
ぐ
っ
と
増
え
る
の
が
交
通
Ｉ
故
で

す
。無

事
故
を
願
っ
て
交
通
安
全
推
進
式

―

．
サー
Ｉ
Ｌ
＝
現
在
の
県
ド
の
交
通

瞥
故
は
、
九
千
ｉ
百
四
十

．
件

発

生

し
、
死
汁
百
九
人
、
負
一傷
者

．
万
千
五

百
人
で
、
昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
件
数

死
傷
者
と
も
増
加
。
特
に
１
帖
卓
を
中

心
と
し
た
片
た
の
星

′Ｌ
行
ん
な
ど
に
よ

る
Ｉ
故
の
死
者
が
圧
１
１
人
に
も
な

っ

て
い
ま
す
‐

１
‐
月

．
＝
か
ら
、
来
年

．
月
十
日

ま
で
、
年
末
年
始
の
交
通
■
故
防

ｌｌｉ
迎

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の

■

動

は
、
年
末
年
始
特
有
の
飲
酒
運
転
、
■

走
運
転
な
ど
に
よ
る
重
人
■
故
の
多
発

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
交
通
安
全
思
想

の
汁
及
徹
底
と
、　
―――
し
い
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と

に
よ
り
交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
も
の

で
す
。

運
動
の
重
点
目
標
は

‐・飲
酒
、
暴
た
な
ど
無
謀
運
転
の
追
放

‐
ｒ
供
と
老
人
の
交
逆
事
故
防

――‐

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
徹
底

●
夕
方
の
車
両
の
早
目
点
灯
の
推
進

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
特
に
次

の
こ
と
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

る
会
合
に
は
中
を
運
転
し
て
行
か
な

●
三
愉
中
は
昼
―ｌｌｌ
点
灯
を
、
四
愉
卓
も

夕
暮
れ
時
は
早
＝
に
ラ
イ
ト
を
つ
け

るド
ラ
イ
バ
ー
は
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
歩
行
者
も
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
お
互
い
に
注
意
し
、
明
る
い
正

月
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

夕
暮

れ
時

に
は

早
め
に
ラ
イ
ト
を

な
お
、
出
牛
り‐‐‐
、
死
亡
サーーー
、
婚
姻
――――

な
ど
戸
■

の
――――
け
出
に
限
り
、
休
み
中

も
当
直
者
が
受
け
付
け
ま
す
。
出
張
所

は
当
直
が

い
ま
せ
ん
の
で
、
本
庁

に
属

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

間
が
重
な
る
た
め
、　
一
日
の
う
ち
で
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

夕
方
は
人
や
車
の
動
き
が
あ
わ
た
だ

し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
仕
■
の
疲
れ
で

視
力
が
低
下
し
、
物
の
色
の
識
別
が
し

に
く
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ゎ
、
歩
行

者
や
他
の
■
を
発
見
す
る
の
が
遅
れ
事

故
を
起
こ
す
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も

出
て
き
ま
す
。

夕
暮
れ
時
は
早
め
に
ラ
イ

ト

を

つ

け
、
歩
行
者
や
他
の
中
に
自
分
の
中
の

存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
ぃ．

▼
草
部
北
部
地
ヌ
一　
　
月
‐
＝
が

月
七
日
に
、　
．
月
Ｉ
Ｌ
＝
が

．
月
‐
―

１
１
こ
´
野
尻
南
部
地
区
　
．
月
四
＝
、
五

＝
が

、
月
八
日
、
九
日
に
、　
一
月
卜
八

日
、
―
九
＝
が

．
月
二
十
三
日
、
ニ
ー

四
＝
に
Ｔ
野
尻
北
部
地
区
　
．
月
六
＝
が

．

月
―
日
に
、　
一
月
‐
―
＝
が

．
月
二
十

五
＝
に

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
受
講
で
き
る
通

信
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

て

い
ま

す
。
□
訓
練
科
目
　
▽

一
級
＝
機
械
加
工
科

仕
上
げ
科
、
板
金
科
、
配
管
科
、
機
械

製
図
科
、
建
築
大
工
科
　
▽
二
級
＝
建

築
塗
装
科
、
建
築
科
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築

科
、
左
官
科
、
木
型
科
、
家
具
木
工
科

な
ど
二
十
四
科
目

□
受
講
資
格
　
実
務
経
験
が
あ
れ
ば
だ

れ
で
も
受
講
で
き
ま
す

（
た
だ
し
、　
一

級
に
つ
い
て
は
、　
一
級
技
能
検
定
受
検

資
格
者
、
ま
た
は
一
年
後
に
そ
の
資
格

が
得
ら
れ
る
人
）

□
訓
練
期
間
　
標
準

一
年

（随
時
受
付

値

００

００

００

００

００

００

００

００

０〇

一

安

１３

１８

２２

２６

１０

１７

２１

５

１１

県

民

提

案

募

集

テ
ー
マ
は
間
伐
材
の
利
用
法

県
で
は
、
県
民
参
加
の
行
政
を
促
進

す
る
と
と
も
に
行
政
効
果
の
向
上
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
県
民
の
創
意
に

よ
る
県
政
へ
の
建
設
的
な
提
案
を
募
集

し
ま
す
。

◇
テ
ー
マ
　

「間
伐
材
の
利
用
法
」

県
で
は
間
伐
材
の
利
用
促
進
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
間
伐
材
の
活
用
が
進

め
ば
、
林
業
経
営
を
助
け
、
緑
化
、
国

土
保
全
、
水
源
か
ん
養
に
好
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
間
伐

材
の
利
用
を
促
進

す
る
に
は
、
ど
ん

な
方
法

が

あ

る

か
、
間
伐
材
を
使

っ
て
ど
ん
な
も
の
を
作
ち
た

ら

い

い

か
、
熊
本
の
名
物
は
出
来
な
い
か
な
ど

に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

①
間
伐
材
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
　
②
間
伐

材
の
新
し
い
活
用
　
③
間
伐
材
で
何
が

出
来
る
か
　
④
間
伐
材
を
使
う

◇
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
人
で

次
の
職
に
該
当
し
な
い
人
　
①
国
ま
た

は
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員

②
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
　
③
県
職

員

（教
育
公
務
員
、
警
察
官
を
除
く
）

◇
応
募
方
法
　
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

三
枚
以
内
に
提
案
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵

送
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（図
面
、
写

真
、
そ
の
他
の
資
料
の
添
付
可
）

◇
募
集
期
間
　
六
十

一
年

一
月
三
十

´

日
ま
で

（当
日
消
印
有
効
）

◇
ほ
う
賞
　
▽
知
事
賞

一
点

（副
賞
十

万
円
）
　

▽
人
選
優
秀
賞
二
点

（副
賞

五
万
円
）
　

▽
佳
作
数
点

（副
賞

一
万

円
）
◇
送
り
先
　
一０
八
六
二
　
熊
本
市
水
前

寺
六
丁
目
十
八
―

一　
熊
本
県
総
務
部

広
報
課

●

●   ●

０
安
全
な
速
度
で

走
る
習
慣
を
つ

け
る

●

「
ゆ
と
り
」
と

「
ゆ

ず

り

あ

い
」
の
運
転
を

励
行
す
る

〇
忘
年
会
、
新
年

会
な
ど
酒
の
出

●
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
中
の
■
転
を
　
　
例
年
十

一
月
か
ら

一
月
ま
で
の
期
間

し
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
日
没
時
間
と
勤
め
帰
り
や
下
校
時

ミ

ミ

ヾ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ミ

ヽ

ミ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ミ

ヽ

ミ

ミ

ヾ

゛

ヽ

Ｎ

ヾ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ミ

ヽ

ミ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

Ｎ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

さ

ヽ

ミ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ヾ

明
蝠
×一
般
事
務
は
休
み
ま
す

今
年
も
あ
と

＾
月
を
残
す
だ
け
と
な

り
ま
し
た
。
年
末
年
始
の
役
場
の
仕
事

は
、
窓
口
な
ど
の
．
般
事
務
は
二
十
八

日
の
午
前
中
で
終
了
、
新
春
三
日
ま
で

休
み
ま
す
。
た
だ
し
、　
．
部
の
窓

口
■

務
の
ほ
か
、
ゴ
ミ

・
し
尿
収
集
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

窓
口

。
一
般
事
務

窓
口
事
務
な
ど

一
般
の
事
務
は
、
本

庁
、
出
張
所
と
も
十
二
月
二
十
九
日
か

ら

一
月
三
日
ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
の
間
、
証
明
書
な
ど
の
発
行

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は
早

日
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ゴ

ミ

の

収

集

年
内
の
ゴ
ミ
収
集
は
三
十

一
日
ま
で

平
常
通
り
の
日
程
で
行
い
ま
す
。　
一
月

一
日
か
ら
三
日
ま
で
休
み
、
四
日
か
ら

平
常
通
り
収
集
を
行
い
ま
す
が
、
各
地

区
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
草
部
南
部
地
区
　
一
月

一
日
、
二

日
が

一
月
五
日
、
六
日
に
、　
一
月
十
五

日
、
十
六
日
が

一
月
二
十
日
、
二
十

一

し

尿

収

集

▽
高
森

・
色
見
地
区
　
卜
二
月
二
十

三
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
を
、
十
二
月

二
十
八
日
午
前
中
ま
で
収
集
。
来
年
は

一
月
七
日
か
ら
収
集

▽
そ
の
他
の
地
区
　
十
二
月
十
八
日

ま
で
の
受
け
付
け
分
を
、
十
二
月
二
十

日
ま
で
収
集
。
来
年
は

一
月
十
日
か
ら

収
集

け
）
□
受
講
料

六
千
円

□
訓
練
内
容

よ
る
自
学
自
習

答

・
面
接
指
導

値
００
００
０〇

一
〇〇

高

２１

２３

２５

　

１６

教
科
書

・
指
導
書
等
に

。
質
疑
応
答

・
設
円
解

００
００

００
００
００

は
特
願

，
０

，
０
　
，
０

，
０

，
０

材
春
お

３５
３９

３８
５５
５０

質
新
を

11月 14日 市況    高森町森林組合
ス  ギ
長さ
4m

3m

径 級
7´
ヽ13Cm
14^v22
24´ レヽ28
30以上

7～ 12

13～ 18
20´ 2ヽ8

7～ 14
16～ 28

13～ 18

2n■

6m
ヒ ノ キ
4 nl 11へ 1́3

14～ 22

13～ 18

13～ 18
20～ 28

は間伐材
でした。
を開きま
す。

18,000
32,000

000
000

み、良
日は「
|の出荷

含
１４
数

弱
月
多

に
１
で

心
春
の

中
来
す

今
月
の
支
払
日

木材共販市況

警褒

||:幕

′
|二義
子

鞍

年
末

ｏ
年
始
の
交
通
事
故
防
止
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口で描いた詩や水彩画
本町出身の三森孝志さん

母校高森高校で作品展

セ
キ
髄
損
傷
の
た
め
手
足
の
機
能
を

失
い
、
人
工
呼
吸
器
に
助
け
ら
れ
な
が

ら
、
日
に
絵
筆
を
く
わ
え
、
懸
命
に
絵

を
描
き
続
け
る
木
町
出
身
の
自
衛
官
三

森
孝
志
さ
ん
（
二七
）
の
作
品
展
が
、
町
の

文
化
祭
、
母
校
の
高
森
高
校
で
開
か
れ

ま
し
た
ｃ

作
品
展
は
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
の
佐
藤
武
之

さ
ん

（津
留

。
上
町
）
ら
が

「
三
森
さ

ん
を
励
ま
そ
う
」
と
企
画
、
九
月
に
熊

本
市
の
鶴
屋
デ
パ
ー
ト
、
十
月
に
は
八

代
市
で
開
か
れ
、
多
く
の
人
々
に
感
動

を
与
え
ま
し
た
。

三
森
さ
ん
は
高
森

・
村
山

の
生

ま

れ
、
五
十

一
年
二
月
、
高
森
高
校
を
卒

業
し
自
衛
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
空
挺

隊
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
五
十
三
年

八
月
、
ラ
グ
ビ
ー
の
合
宿
中
に
セ
キ
髄

を
損
傷
し
、
首
か
ら
下
は
全
身

マ
ヒ
、

人
工
呼
吸
器
の
助
け
を
借
り
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
傷
を
負
い
ま
し
た
。

失
意
の
三
森
さ
ん
が
生
き
る
喜
び
を

台
所
や
風
呂
な
ど
か
ら
出
る
生
活

排
水
が
川
や
湖
を
汚
し
て
い
る
、
と

い
っ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
実
は
、
皿
に
つ
い
た
食

べ
物
の
カ
ス
と
か
洗
濯
の
汚
水
が
直

接
、
川
な
ど
に
流
れ
込
ん
で
い
る
た

め
で
す
ｃ

日
本
の
下
水
道
の
普
及
率
は
約
二

０
ギ
。
残
り
七
〇
い「
の
排
水
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
家
庭
か
ら
流
れ
出
た

き
た
な
い
ま
ま
の
状
態
で
、
川
や
湖

に
注
が
れ
て
い
ま
す
ｃ

河
川
な
ど
流
れ
の
あ
る
水
に
は
、

自
浄
効
果
と
い
っ
て
、
多
少
の
水
の

汚
れ
は
き
れ
い
に
す
る
力
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
何
百
世
帯
、
何
千
世

＝
分
の
汚
れ
た
水
が
大
量
に
流
れ
込

ん
だ
の
で
は
、
自
浄
効
果
も
期
待
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
各
家
庭
で
生
活
排
水
を
出

す
時
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
た

ら
よ
い
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ム
ロ
　
　
“
列

食
べ
物
の
残
リ
カ
ス
や
調
理
く
ず
な

ど
は
、
な
る
べ
く
流
さ
な
い
よ
う
に

水
と

一
緒
に
残
リ
カ
ス
な
ど
が
流

れ
な
い
よ
う
、
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

（流

し
に
つ
い
て
い
る
こ
し
器
）
は
、
で

き
る
だ
け
目
の
細
か
い
も
の
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
な
ど
は
、

生
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
生
ゴ
ミ
は
上
に
埋
め

る
と
、
植
木
や
花
な
ど
の
肥
料
と
し

て
も
使
え
ま
す
。

古
く
な
っ
た
油
を
そ
の
ま
ま
流
し
に

捨
て
な
い
よ
う
に

油
を
流
し
に
そ
の
ま
ま
捨
て
る
と

水
を
汚
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
パ
イ

プ
詰
ま
り
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

油
を
捨
て
る
と
き
は
、
古
新
聞
紙

な
ど
に
吸
い
込
ま
せ
た
り
し
て
ゴ
ミ

と
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

台
所
用
洗
剤
の
使
い
す
ぎ
に
注
意
を

台
所
用
の
洗
剤
は
、
砿日
通
、
水

一

彬
に
対
し
て
茶
さ
じ

一
杯

（〇

。
一

五
聡̈
）
が
標
準
使
用
量
で
す
。
つ
ま

り
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
量
で
十
分
汚

れ
を
落
と
す

こ
と
が

で
き
る
の

で

す
。
原
液
を
別
の
容
器
に
入
れ

め
て
使
う
な
ど

の
工
夫
を
し
て
く
だ

さ

い
ｃ

I回団 l
１
人
で
行
く
、
日
本
全
国
グ
リ
ー
ン

■
Ｂ
寝
台
申
の
旅
―
―
国
鉄
で
は
フ
ル

ム
ー
ン
夫
婦
グ
リ
ー
ン
パ
ス
を
発
売
し

て
い
ま
す
。

〇
年
齢
合
計
が
八
十
八
歳
以
上
の
夫

婦
が
対
象
で
す
。

Ｏ
料
金
は
二
人
で
五
日
間
六
万
五
千

円
、
七
日
間
八
万
円
、
十
二
日
間
十
万

Ｃ
〇
二
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

○
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
七
十
歳
以
上

の
場
合
、
五
千
円
割
引
き

○
発
売
期
間
は
六
十

一
年
五
月
三
十

一
日
ま
で
、
有
効
期
間
は
六
十

一
年
六

月
二
十
日
ま
で

○
詳
し
く
は
、
立
野
駅

（霊
八

高
森
町
商
工
会

青
年
部

（吉
良
嘉

人
部
長
）
主
催
の

商
工
業
祭
が
十

一

月
十
七
日
、
横
町

通
り
と
肥
後
銀
行

通
り
を
歩
行
者
天

国
に
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。

同
青
年
部
が
、

消
費
者

へ
の
感
謝

と
商
店
街
の
活
性

化
を
目
的
に
企
画

し
た
も
の
で
今
年

が
初
め
て
。
午
前

十
時
か
ら
の
開
会

式
で
は
、
吉
良
部

長
が

「感
謝
を
込

め
て
良
い
品
を
安

く
提
供
し
て
ほ
し

い
」
と

あ

い
さ

河川が汚れています

作 品 に 見 入 る 高 森 高 校 生

フ
ル
ム
ー
ン
夫
婦

グ
リ
ー
ン
パ
ス
発
売

●   ●

●   ●

見
出
し
た
の
は
五
十
六
年
春
、
同
じ
境

遇
の
人
が
絵
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
か
ら
で
す
。
以
来
、
付
き
添
い
の

看
護
婦
ら
の
助
け
を
借
り
て
、
日
に
筆

を
く
わ
え
、
絵
や
詩
の
創
作
を
続
け
て

い
ま
す
。

十

一
月
六
、
七
の
両
日
開
か
れ
た
高

森
高
校
の
文
化
祭
に
は

「
三
森
孝
志
絵

画
展
」
と
し
て
詩
、
花
の
水
彩
画
な
ど

二
十
点
余
り
が
展
示
さ
れ
、
創
作
風
景

高
森
高
校

（後
藤
良
勝
校
長
、
１
百

六
人
）
に
、
来
年
四
月
か
ら
便
式
野
球

部
が
三
十
年
ぶ
り
に
復
活
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

同
校
で
は
四
十
六
年
を
境
に
生
徒
数

が
減
り
続
け
、
卜
五
学
級
か
ら
九
学
級

に
な

っ
て
ヽ
ま
す
．
こ
の
沈
滞

ム
ー
ド

を
打
ち
破
り
、
志
気
高
場
の
起
爆
剤
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
野

゛
ヾ
い゙
ヽ
ヽヾ
ヽ
Ｓ
゛
ヽ
さ
ヾ

を
写
し
た
ビ
デ
オ
も
上
映
さ

れ

ま

し

た
ｃサ
ク
ラ
、
ヒ
メ
ュ
リ
、
ア
ザ
ミ
な
ど

が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
作
品
を

見
入
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
は
感
銘
を
受

け
た
様
子
で
、
会
場
に
準
備
さ
れ
た
用

紙
に

「
希
望
を
持

っ
て
が
ん
ば

っ
て
く

だ
さ
い
」

「
感
動
し
ま
し
た
」

「
生
き

る
尊
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」
な
ど

の
激
励
文
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

球
部
の
復
活
と
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の

ほ
ど
同
窓
生
、
父
母
、
地
域
代
表
に
よ

る
後
援
会

（村
上
明
徳
会
長

）

も

発

足
、
部
員
の
勧
誘
、
資
金
の
確
保
な
ど

積
極
的
な
活
動
を
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
計
画
で
は
、
同
校
寄
宿
舎
西
側
の
約

一
万
四
千
平
方
ノ
の
用
地
に
六
十
二
年

二
月
ま
で
に
第
ニ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
県
費

第
ニ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
予
定
地

で
建
設
、
広
さ
は
両
翼
九
十
三
ノ
、
セ

ン
タ
ー
百
二
十
二
肪
、
藤
崎
台
球
場
規

模
に
な
る
予
定
で
す
。

同
校
は
二
十
四
年
の
創
立
、
使
式
野

球
部
は
二
十
五
年
に
発
足
し

ま

し

た

が
、
経
費
難
な
ど
で
二
十
年
に
解
散
し

て
い
ま
す
ｃ

後
藤
校
長
は

「
四
国
の
池
田
か
、
九

州
の
高
森
か
と
言
わ
れ
る
日
を
夢
見
て

努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
て
い
ま

し
た
ｃ
な
お
、
町
民
や
中
学
校
か
ら
の
要
堅

が
強
い
弓
道
部
の
創
設
に
つ
い
て
も
、

実
現
に
向
け
て
検
討
を
重
ね

て

い

ま

す
。

つ
、
続
い
て
来
賓
の
瀬
井
町
長
、
山
村

議
長
が

「
町
の
発
展
、
商
店
街
の
発
展

に
つ
な
が
る
有
意
義
な
催
し
で
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

通
―，
に
は
、
た
こ
焼
き
や
わ
た
菓
子

な
ど
の
バ
ザ
ー
、
自
動
中
展
示
場
、
住

宅
機
器
展

小
場
な
ど
三
十
五
店
が
並
び

家
族
づ
れ
な
ど
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
中
央
に
設
け
ら
れ
た
舞
台
で

は
舞
踊
、
民
謡
、
バ
ン
ド
演
奏
が
終
日

技
露
さ
れ
、
労
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。こ
の
日
の
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
は

「
車
の
た
た
き
こ
わ
し
」
。
Ｈ
ご
ろ
の

う
さ
を
晴
ら
そ
う
と
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
約
五
卜
人
の
力
自
慢
が
挑
戦
、
用

意
さ
れ
た
ラ
イ
ト
バ

ン
を
メ
チ
ャ
メ
チ

ャ
に
し
よ
う
と

ハ
ン
マ
ー
を
振
り
Ｌ
げ

て
い
ま
し
た
。

志
気
高
揚
の
起
爆
剤
に

顧

三
十
年
ぶ
り
野
球
部
復
活

浴
室

・
洗

濯

風
呂
の
残
り
湯
は
い
っ
き
に
抜
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

浴
槽
は
少
さ
い
も
の
で
も
約
二
百

】
″
入
り
ま
す
。
そ
れ
を
い
っ
き
に
抜

い
て
し
ま
う
と
、
た
め
マ
ス
に
沈
澱

し
て
い
た
ゴ
ミ
が
わ
き
あ
が

っ
て
流

れ
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

水
を
汚
さ
な
い
た
め
に
も
、
風
呂

の
水
は
洗
濯
に
使

っ
た
り
、
掃
除
、

ま
き
水
な
ど
に
利
用
し
、　
一
度
に
流

す
量
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

洗
濯
に
は
石
け
ん
や
無
リ
ン
洗
剤
を

利
用
し
、
使
い
す
ぎ
に
も
注
意
し
よ

う
洗
剤
に
は
、
汚
れ
を
落
と
す
力
を

強
め
る
た
め
に
リ
ン
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
リ
ン
は
ア
オ

コ
や
赤
潮
な
ど
の
発
生
の
原
因
に
な

り
、
水
を
汚
し
た
り
共
臭
の
も
と
に

な
り
ま
す
。

洗
濯
を
す
る
と
き
は
、
石
け
ん
や

無
リ
ン
洗
剤
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
ｏ

ま
た
、
洗
剤
の
量
も
入
れ
す
ぎ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
多
く
入

れ
て
も
洗
浄
力
が
高
く
な
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
す

す
ぎ
に
時
間
が
掛

っ
て
し
ま
い
、
水

の
ム
ダ
使
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

人気を呼んだ車のたたきこわし
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高
森

幼

稚

園

（後
藤
サ
チ
子
園

長
、
百
十
七
人
）

で
十

一
月

十

二

日
、
幼
年
消
防
隊

の
結
成
式
が
行
わ

れ
、
瀬
井
町
長
、

塚
本
消
防
団
長
、

阿
蘇
広
域
消
防
組

合
、
父
母
ら
約
百

七
十
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

鵬
稚
麟
幼

年

消

防

隊

を
結

成

消
防
の
仕
事
に
対
す
る
理
解
を
深
め

防
火
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
と
き
お
り
小

雨
が
降
る
中
、
年
中
、
年
長
組
の
隊
員

八
十
八
人
が
そ
ろ
い
の
法
被
姿
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
整
列
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
新
し
い
隊
旗
が
瀬
井
町
長
か

ら
隊
員
代
表
に
贈
ら
れ
、
全
員
が
元
気

な
声
で

「僕
も
私
も
火
遊
び
は
し
ま
せ

ん
」
と
誓
い
の
言
葉
を
唱
和

し

ま

し

た
。
園
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
の
後

上
村
裕
哉
ち
ゃ
ん
（六
）
の
指
揮
で
通
常

点
検
を
受
け
ま
し

た
が
、
大
人
顔
負

け
の
立
派
な
動
作

に
出
席
者
は
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
耕

運
機
を
改
造
し
た

消
防
署
の
ミ
ニ
消

防
車
二
台
も
登
場
、
園
児
た
ち
は
順
番

に
乗
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

一
月
し
大
喜

び
で
し
た
。
続
い
て
消
防
署

員

に

よ

る
、
二
十
五
Ｍ
ハ
シ
ゴ
車
か
ら
の
降
下

訓
練
、
放
水
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に

「火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」
と
書
か

れ
た
短
冊
を
つ
け
た
風
船
百
個
が
園
児

た
ち
の
手
で
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。
同
園

の
幼
年
消
防
隊
は
郡
内
で
三
番
日
の
結

成
。
＝
写
真
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
整
列
し

た
隊
員

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
手
軽
に
暖
を
と
れ

る
半
面
、
取
り
扱
い
を
間
違
え
る
と
恐

ろ
し
い
火
事
の
も
と
に

″変
身
″
し
ま

す
。
日
ご
ろ
の
取
り
扱
い
に
は
、
次
の

点
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
給
油
す
る
と
き
の
注
意

▼
必
ず
火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。
火

を
つ
け
た
ま
ま
給
油
し
、
万

一
こ
ば
れ

る
と
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
高
温
に
な
っ

て
い
る
た
め
こ
ば
れ
た
灯
油
に
着
火
す

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
給
油
中
に
こ
ば
れ
た
灯
油
は
、
ょ

く
ふ
き
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
ス
ト
ー
プ
に
は
灯
油
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

間
違

っ
て
ガ

ソ
リ
ン
な
ど

を
使
用
す
る

と
火
事
の
も

と
に
な
り
ま

す
。
■
置
き
場
所
や
周
囲
の
状
況

▼
カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の

の
そ
ば
に
ス
ト
ー
プ
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ

の
上
で
洗
燿
物
を
千
す
の
は
危
険
で
す

か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ト
ー
ブ
を
移
動
さ
せ

る
場

合

は
、
必
ず
火
を
消
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
ほ
か
の
注
意
事
項

▼
最
近
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
安

全
装
置
が
つ
い
て
い
ま
す
。
故
障
し
て

い
な
い
か
ど
う
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

故
障
し
て
い
た
場
合
は
販
売
店
に
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
な
る

べ
く
耐
震
自
動
消
火
装
置
付
き
の
ス
ト

ー
ブ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
使
用
す
る
前
に
は
説
明
書
を
よ
く

読
み
、
器
具
の
特
性
に
合
っ
た
使
用
を

し
て
く
だ
さ
い
。

Cンに
==■
■

タ

コ
あ
げ
は
電
線

の
な
い
と
こ
ろ
で

タ
コ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

お
父
さ
ん
、　
お
母
さ
ん

へ
お
願

電
線
の
近
く
で
は
、
タ
コ
あ
げ

を
絶
対
に
し
な
い
よ
う
、
お
子
さ

ん
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
毎
年

九
州
で
は
約
二
千
個
も
の
タ
コ
が

電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
ま
す
。

も
し
タ
コ
が
電
線
に
か
か
っ
た

ら
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
と
ら

ず
に
、
一九
州
電
力

高
森

憎
業
所

（
壼
二
―
○
〇
三
七
）

へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

魏
電
柱
に
の
ば

っ
て
と
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

け
電
線
を
竹
ざ
お
で
つ
つ
く
の
は

大
変
危
険
で
す
。

そ
の
た
め
に
停
電
し
て
、
近
所

の
な
な
さ
ん
に
大
変
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

魏瑕
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第
十
七
回

高
森
町
文
化

祭

（町
、
町

教

育

委

員

会
、
町
文
化

協
会
共
催
）

が
十

一
月
二

日
、
三
日
の

両
日
、
商
工

会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

町
民
の
一

年
間
に
わ
た

る
文
化
活
動

の
発
表
の
場

で
、
熊
本
県

芸
術
祭
に
も
参
加
、
自
慢
の
作
品
が

一

常
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
各
コ
ー
ナ
ー

で
は
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
手
芸
、
俳

あ
な
た
の
体
力
年
齢
は

鵬
嫌
譴

ス

ポ

ー

ツ

テ

ス

足
立
ち
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
使

っ
て
ジ
グ
ザ
グ
コ

ー
ス
を
回
る
テ
ス

ト
六
種
目
を
行
い

ま
し
た
。

全
種
目
が
終
っ

た
後
、
自
分
の
測

定
結
果
と
年
齢
ご

と
の
標
準
値
を
比

較
し
ま
し
た
が
、

年
齢
よ
り
若
い
と
喜
ぶ
人
、
運
動
不
足

を
反
省
す
る
人
と
さ
ま
ざ
ま
。
昼
食
後

コ
ン
ビ
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
進
行
し
ま
し

た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
高
森
幼
稚
園
の
か

わ
い
い
コ
ー
ラ
ス

「
お
ど
ろ
う
楽
し
い

ポ
ー
レ
チ
ケ
」
で
ス
タ
ー
ト
、
高
森
保

育
園
の
コ
ー
ラ
ス
、
高
森
小
学
校
の
コ

ー
ラ
ス
Ｌ
続
き
ま
し
た
。
今
年
は
高
森

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
初
参
加
し
、
色

と
り
ど
り
の
照
明
を
浴
び
て

「翼
の
折

れ
た
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
な
ど
三
山
を
演
奏

し
ま
し
た
。

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゲ
ス
ト

の
テ
デ
ィ
ー
池
谷
さ
ん
が
四
人
の
メ
ン

バ
ー
と
と
も
に
、
凝
謡
の
ジ
ャ
ズ
ア
レ

ン
ジ
や
ラ
テ
ン
ナ
ン
バ
ー
を
演
奏
し
、

聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

自慢の作品が展示された場内

多彩な作品一堂に
第17回 高森町文化祭

だご汁の実演 も人気

高
森
校
区
婦
人
会

（松
野

博

子

会

長
）
の
体
カ
テ
ス
ト
が
、
十
月
二
十
七

日
午
前
九
時
か
ら
高
森
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ス
ト
の
結
果
で
自
分
の
体
力
を
知

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
選
ぶ
参
考

に
し
て
も
ら
お
う
と
、
町
教
育
委
員
会

の
主
催
で
、
毎
年
町
内
四
会
場
で
開
い

句
、
狂
句
、
生
け
花
、
盆
栽
、
熊
日
ち

び
っ
こ
ス
ケ
ッ
チ
展
の
入
賞
作
品
、
文

化
財

（古
書
画
）
の
ほ
か
、
本
町
出
身

の
自
衛
官
、
三
森
孝
志
さ
ん
の
作
品
、

高
森
寮
、
梅
香
苑
の
入
所

者
が
作
っ
た
手
芸
品
な
ど

多
彩
な
作
品
が

展

示

さ

れ
、
二
日
間
に
約
千
五
百

人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
和
室
で
は
茶
会
も
開

か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
森
校
区
婦
人

会
は
、
農
産
物
の
即
売
と

郷
土
料
理

「だ
ご
汁
」
の

実
演
を
行
な
い
、
家
族
づ

れ
に
な
か
な
か
の
人
気
で

し
た
。
二
日
日

の
午

後

は
、
有
志
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
色
紙
、
写
真
、
盆
栽
な

ど
を
賞
品
に
し
た
１１１‐―選
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
体
操
服
に

運
動
靴
姿
の
、
二
十
歳
代
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
会
員
約
六
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。準
備
運
動
の
後
、
体
育
協
会
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
反
復
横
と
び
、
垂

直
と
び
、
左
右
の
握
力
、
体
の
軟
か
さ

を
測
る
立
体
前
屈
、
目
を
閉
じ
て
の
片

″
ｒ
作
り
の
計
楽
祭
″
と
し
て
町
民

の
間
に
定
若
し
た

「第
九
―‐‐１
１
高
森
町
民

計
楽
祭
」

（
町
文
化
協
会
■
催
）
が
、

十

一
月
二
日
午
後
六
時
か
ら
高
森
小
学

校
体
育
館
で
開
か
れ
、
約
五
百
人
の
聴

衆
は
た
っ
ぶ
り
と
音
楽
を
満
喫
し
ま
し

た
。町
内
の
音
楽
愛
好
家
が
、
企
画
、
運

営
、
出
演
す
る
音
楽
祭
で
、
幼
稚
国
児

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
二
百
人
が
熱
“

ジ
ャ
ン
ル
も

コ
ー
ラ
ス
、
民
話
、
詩
吟

ビ
ア
ノ
独
奏
、
バ
ン
ド
演
奏
と
多
分
野

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
岩
下
昭
久
さ
ん
（
三
も
と
石
原

希
美
さ
ん
（
二
一）が
司
会
、
息
の
合

っ
た
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≡
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〓
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≡

垂
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〓
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〓
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三

二
≡

≡
三
菱

≡
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≡
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〓
〓
≡
≡
≡
≡
≡
〓
≡
≡
≡
≡
≡
≡
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≡

●

Ｌ
Ｆ

熱
演

手
作
り
音
楽
祭

●邦
楽

・
洋
楽
に
二
百
人
が
出
演

●

は
全
員
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
汗
を
流
し
ま

し
た
。

高
森
保
育
園
児
の
コ
ー
ラ
ス

垂直とびを測定する参加者
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